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小金井市在宅医療・介護連携推進会議各部会における検討状況について

日常療養支援・多職種連携研修部会 入退院支援部会 急変時対応・看取り支援部会 ＩＣＴ連携部会

開催日 令和4年度第2回：令和4年11月2日（水）令和4年度第3回：令和5年1月19日（木）
令和4年度第3回：令和4年10月26日（水）
令和4年度第4回：令和5年1月31日（火）

令和4年度第3回：令和4年11月16日（水）

目指す姿
本人が安心できる場所で専門職の支援を受
けながら穏やかに暮らすことができる。

入退院の際に、医療機関・介護事業所等が
情報共有を行うことで、本人・家族が望む
場所で、不安なく穏やかに日常生活を過ご
すことができる。

各ステージで食支援に対応できるチームが
増えるとともに、本人・家族が納得できる
看取りに向けて準備ができる。また、自宅
か病院かで心が揺れていても、希望に応じ
た選択ができるように体制を整える。

【部会としての目指す姿】
医療と介護の連携をＩＣＴにてそれぞれ円
滑に行うようにする。

次回 第3回：令和5年3月15日（水） 令和5年度第1回：令和5年5月25日（木）令和5年度第1回：令和5年4月21日（金）令和5年度第1回：令和5年4月19日（水）

決定事項等

　第13回多職種連携研修会を次のとおり実
施予定
日時：令和5年3月22日（水）の午後7時か
ら
場所：Web開催
テーマ：「地域包括病棟について」
講師：桜町病院地域連携室

　令和5年度以降もフロー図作成に向けた
検討を進めていく。

　パンフレットを作成済み
　お元気サミット・介護みらいフェスにて
市民講座を実施済み
　令和4年11月15日及び12月7日に、医療・
介護従事者向け看取り講演会を実施済み

　ＬＩＦＥ研修会を次のとおり実施予定
日時：令和5年2月13日（水）午後7時から
場所：Web開催
テーマ：科学的介護情報システム
（LIFE）ってどんなもの？
内容：導入の背景、メリット・デメリッ
ト、現場での活用等
講師：西村栄一氏（株式会社ヘルプズ・ア
ンド・カンパニー 代表取締役）
共催：小金井市介護事業者連絡会

検討状況
の概要

①第12回多職種連携研修会の振り返りを
行った。
②第13回多職種連携研修会の検討を行っ
た。
③日常療養時における目指す姿達成に向
け、検討を行った。具体的には、地域包括
支援センターの市民への周知を引き続き実
施することとし、その他の医療・介護資源
の市民への情報共有について、検討するこ
ととした。

　入退院支援時における目指す姿達成に向
け、「小金井市版退院支援・退院調整フ
ロー図（以下「フロー図」という。）」を
作成することを決定済み
　フロー図の作成に当たり、各職種に対
し、調査を行い、「病院が在宅チームから
提供してほしい情報」と「在宅チームが病
院から提供してほしい情報」を確認した。
　第3回の部会では上記情報を0期から4期
までのどの段階で共有が必要かの確認作業
を行った。

　急変時対応・看取り支援時における目指
す姿達成に向け、次のとおり検討を行っ
た。

【令和4年度第3回】
①パンフレットに係る検討を行った。
②看取り講演会に係る検討を行った。
③市民講座に係るリハーサル・検討を行っ
た。

【令和4年度第4回】（会議録作成中）
①看取り市民講座の振り返りを行った。
②看取り講演会の振り返りを行うととも
に、看取りパンフレットの修正等について
検討を行った。
③医療機関等へのアンケート結果等につい
て検討を行った。

①ＬＩＦＥ研修会に関する検討を行った。
②ＭＣＳ研修会の振り返りを行った。
③ＭＣＳ普及に向けた施策の検討を行っ
た。
④来年度の研修会について検討を行った。


